
 

農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部 
大臣冒頭メッセージ 

 

令和５年 12 月 26 日 

 

○ 今シーズンの高病原性鳥インフルエンザについては、11 月 25 日の

佐賀県における初発以降、これまでに４県で４事例が発生していると

ころです。 

過去最大（84 事例、約 1.771 万羽）の発生となった昨シーズンの

同時期（参考：令和４年 12 月 26 日時点で 48 事例 約 717 万羽）と比べると、少な

い発生事例数となっていますが、発生がピークとなるシーズンを迎え

ており、これまでの発生に関する情報や知見を踏まえながら、引き続

き、更なる発生の防止に向けて関係者一丸となって取り組むことが重

要です。 

○ 野鳥での発生状況をみると、本年 10 月以降、北海道から鹿児島県

まで全国各地で 72 事例の感染が確認されており、全国的に環境中に

はウイルスが存在していることから、油断のできない状況にあります。 

また、過去発生があった農場での再発がみられており、こうした農

場やその周辺地域は、特に発生リスクが高い地域であることが専門家

から指摘されているところです。 

〇 冒頭でも申し上げましたとおり、我が国における本病の家きんでの

発生は、例年、12 月や１月がピークとなっています。 

韓国では、今月に入って家きんでの発生事例が急増しており、日本

でもこれから同様の状況が生じる可能性があります。 

〇 全国の養鶏業者や関係事業者の皆さまにおかれましては、鶏舎の外

にはウイルスが存在していることを前提に、人や車の出入りの際の消

毒や、野鳥や小動物を近づけないための措置など、飼養衛生管理が徹

底されているか改めて確認していただくとともに、特に、人や物の動

きが活発化する年末年始においては、農場内への病原体の侵入防止に

注意を払うなど、強い危機感を持って発生予防とまん延防止に万全の

対策を行っていただくよう、お願いします。 

（以上） 


